
２ 地理歴史・公民 

学校番号 318 

平成 3１年度 公民科 

 

教科 公民科 科目 倫理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高校倫理(新訂版)」（実教出版） 

副教材等 「テオーリア 最新倫理資料集」（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 青年期の意義や課題、ギリシア思想、そして世界宗教であるキリスト教・仏教・イスラム教、さ

らには近代ヨーロッパの思想、すなわち現代のアジア・アフリカをも含めた世界の思考システムの

骨格を形成する合理論や経験論、それを踏まえたドイツ観念論など生徒諸君が自己の生き方を考え

るうえで参考となる思想史を勉強していく。とはいえ合理的思考が近代の世界観であったにもかか

わらず、現代において２度の大戦が起こり、人間は再び自己のあり方について考えざるを得なくな

った。現代の不安定な社会において、自分とは何か、どこに向かい何を形成していくのか、近代の

先にある社会を先哲の思想をたどりながら生徒諸君とともに考えていけたら、楽しいものになるだ

ろう。 

 

２ 学習の到達目標 

生徒諸君にとって、客観的事実や状況の分析も必要なことであるが、「今・ここ」を生きている自分

にとって何が一番、必要で大切であるのかを考えることができるようになりたい。しかし、それはエゴ

イズムとは異なる。なぜなら、自分にとって「今・ここ」が大切であるように、他人にとっても「今・

ここ」は一つしかない。他者との交わりの中でしか私たちは生きることができない。けっしてひとりよ

がりの「他人を見下す若者」になってはいけないのである。そのためには多くの先哲が築いてきたさま

ざまな思想をある時はそれに依拠しある時はそれを批判しながら、他人との共生の中で、自己の生き方を見つ

けていってほしい。 

 

３ 学習評価（評価規準と評価方法） 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・人格の形成と主体とし

ての自己の確立に努め

る実践的意欲を持って

いる。 

・個人としての人間や、

多様性に対する関心を

持ち、これを尊重する

精神を高めようとして

いる。 

・倫理的な諸課題につい

て、探究する態度を身

につけ、人間としての

在り方や生き方への自

覚を深めようとしてい

る。 

 

・他者と共に生きる自己

の確立についての課題

を見つけ、人間の存在

や価値などについて多

面的・多角的に探究し

ようとしている。 

・広い視野に立ち、良識

ある公民として、主体

的かつ公正な判断がで

きるように取り組んで

いる。 

・自己形成や人間として

の在り方・生き方する

資料や現代の倫理的課

題に関する様々な資料

を収集し、主体的に選

択することができる。 

・収集・選択した資料を

自己形成や人間として

の在り方・生き方を考

察するために活用する

ことができる。 

・収集・選択した資料の

内容や、自らの考察し

た過程や結果を、様々

な方法で合理的に表現

することができる。 

・青年期における自己形

成や人間としての在

り方・生き方などに関

する基本的な知識を、

自己の人格形成や現

代の倫理的課題との

関わりにおいて理解

し、身につけている。 



評
価
方
法 

ワークシート 

レポート 

ワークシート 

レポート 

ワークシート 

レポート 

定期考査 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a ｂ ｃ d 

前
期 

青
年
期
の
課
題
と
自
己
形
成 

・青年期の意義 

・青年期の課題 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

a:人格の形成期としての青年

期の意義を認め、主体として

の自己の確立に努める意欲

を持っている。 

b:自己の確立に向け、人間の存

在や価値などについて考え

ようとしている。 

c:自己や自己の世代が課題と

して捉えていることを的確

に表現することができる。 

d:人間の特質と個人の人格形

成における青年期の特徴と

重要性を理解し、その知識を

身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

前
期 

 

人
間
と
し
て
の
自
覚 

・ギリシア思想 

・仏教 

・中国思想 

・キリスト教 

・イスラーム 

・芸術と人生 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a: 古来、人類が育んできた思

想・宗教に関心を持ち、これ

を理解しようとする柔軟な

態度と意欲を持っている。 

b:それらの思想・宗教を多元

的・多角的に比較し、考えよ

うとしている。 

c:それらの思想・宗教について

のさらなる情報や、その他並

行や対立する思想・宗教につ

いての情報を収集し、他者に

伝えることができる。 

d:それぞれの思想・宗教におけ

る基本的な考え方を理解し、

その知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



後
期 

 

現
代
に
生
き
る
倫
理 

・人間の尊厳 

・科学・技術と人間 

・民主社会と自由の実現 

・社会と個人 

・人間への新たな問い 

・社会参加と幸福 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:近代を形成する思想・宗教に

関心を持ち、これを理解しよ

うとする柔軟な態度と意欲

を持っている。 

b:それらの思想・宗教を多元

的・多角的に比較し、考えよ

うとしている。 

c:それらの思想・宗教について

のさらなる情報や、その他並

行や対立する思想・宗教につ

いての情報を収集し、他者に

伝えることができる。 

d:西洋近代の思想についての

基本的考え方を理解し、その

知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

後
期 

 

日
本
人
と
し
て
の
自
覚 

・古代日本人の思想 

・日本の仏教思想 

・近世日本の思想 

・西洋思想の受容と展開 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:日本を形成するにいたった

様々な思想・宗教に関心を持

ち、これを理解しようとする

柔軟な態度と意欲を持って

いる。 

b:それらの思想・宗教を多元

的・多角的に比較し、考えよ

うとしている。 

c:それらの思想・宗教について

のさらなる情報や、その他並

行や対立する思想・宗教につ

いての情報を収集し、他者に

伝えることができる。 

d:日本が受容し発展させたそ

れぞれの思想・宗教について

の基本的な考え方を理解し、

その知識を身につけている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 



後
期 

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理 

・生命の倫理 

・環境の倫理 

・家族の課題 

・地域社会の課題 

・高度情報化社会の課題 

・文化と宗教の課題 

・国際平和と福祉の課題。 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 a:現代の社会がかかえる倫理

的社会について探求する態

度を持っている。 

b:倫理的諸課題に対し、広い視

野に立ち、良識ある公民とし

て主体的かつ公正な判断が

できるよう取り組んでいる。 

c:現代における倫理的諸課題

の資料を収集・選択し、それ

に対する考察を合理的に表

現することができる。 

d:レポートにおける用語が定

義に基づいて適切に使用で

きている。 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b: 思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画  作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 


